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加賀平野北部の沖積粘性土の圧密特性 

協同組合土質屋北陸  江守 達弥 

 

1. はじめに 

加賀平野は石川県加賀地方の沿岸部に位置する沖積平

野であり、北部では最大60m 程度1) の沖積層が堆積する。

そのため、この地域の地質調査において圧密試験がよく

行われる。このことから、当組合が近年試験を行ったデ

ータを整理して得られた加賀平野北部の沖積粘性土層に

関する圧密特性を報告する。 

2. 対象地域と堆積状況 

図-1は国土地理院の地理院タイル「標準地図」に「自

分で作る色別標高図(肌色は5m 以上、褐色は20m 以上)」

を重ねた加賀平野の地形図2)である。北部(河北平野)は

河北潟を代表とする潟堆積平野である。中央部は手取扇

状地であり、沖積層は薄い。南部は最大30m 程度まで沖

積層が堆積するが、北部ほど広く分布しないという分布

特性を有している。今回収集した試験データは加賀平野

北部の標高5m以下の河北潟干拓地周辺を主に採用した。

図-2は kunijiban3) から引用した加賀平野北部の標準貫

入試験の結果である。およそ深度30m 付近までは海成・

潟成の堆積物、30m 以深は河成堆積物から成る沖積層で、

図では50m 程度まで見られる低い N 値の軟弱な粘性土層

が存在することが確認できる。 

本報告では該当地域で採取された乱れの少ない粘性土

試料149試料を整理した。そのうち132試料において段階

載荷による圧密試験が実施されており、その物性値を図

-3に示す。非排水せん断強さは、土の非圧密非排水(UU)

三軸圧縮試験または土の一軸圧縮試験(qu/2)から求めて

いる。三軸 UU試験結果は、おおよそ飽和していることか

らφ=0°とみなして cuを算定している。本報告では加賀

平野北部の深度30m 以深において液性限界が100%を超え

る試料は無いが、粘性土・砂質土互層のため、強度特性

にはバラツキがある地盤と言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 圧密特性 

田中・榊原4) は日本の沿岸部を11の地域に区分して地

域ごとに沖積粘性土の土質特性を整理しており、地盤工

学会基準の解説5) にも引用されている。11地域の中か

ら、加賀平野北部が相当すると考えられる西南日本海の

圧密特性と今回整理した当地域の圧密特性を比較する。 

(1) 圧縮指数 

西南日本海の液性限界と圧縮指数の相関を図-4に示

し、今回整理した当地域の同じ関係を図-5に示した。こ

れらを比較すると、加賀平野北部の同関係は堆積層に関

係なく、国内の港湾地域でみられる下記の相関で代表し

てよいと考えられる。 

・Cc=0.015(wL-19) 全国港湾地域の海成粘性土層6) 

・Cc=0.009(wL-10) 鋭敏比の小さい粘土層(Skempton)7) 

30m 以浅の圧縮指数と比較して30m 以深には液性限界

に対する明瞭な傾向の変化は見られない。 

(2) 圧密係数 

西南日本海の液性限界と圧密係数の相関を図-6に示

し、加賀平野北部の同関係を図-7に示した。圧密係数で

は田中・榊原4) の2本の補助線が描かれている。圧縮指

数と同様に特異な相関性は無いと考えられる。30m 以浅 

図-2 加賀平野北部の

柱状図の一例 3）に加筆 

図-1 加賀平野の概要 2)に加筆 
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図-3 土質試験結果と深度分布 
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の圧密係数に比較すると30m 以深において圧密係数は液

性限界に対して小さいことが分かる。 

(3) 膨張指数 

液性限界と膨張指数の関係を図-8に示す。久保・坪田

8)は，伊勢湾および濃尾平野地域において同様の図と提

案式を示しており、その沖積層と当該地域はほぼ一致し

た。また Cs/Ccの平均値は0.14であった。 

(4) 圧密降伏応力と一軸強度 

一軸圧縮強さと圧密降伏応力の関係を図-9に示す。沖

積粘性土では強度増加率0.33と仮定すれば pc≒1.5qu と

なる。当該地域の結果はおおよそ一致するが、30m 以深

は比較的大きい。圧縮指数には影響しない程度だが、過

圧密比が少し高い傾向があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. まとめ 

当組合の試験データを収集し、加賀平野北部の沖積粘

性土の圧密特性について整理した。既存資料では西南日

本海の広範囲な地域性だが、圧密特性の傾向はおおよそ

一致しており、当地域の沖積粘性土の地盤工学特性が、

特異なデータを有していないことを確認することができ

た。今後もさらに、各種データの比較を行って加賀平野

北部及び南部の粘性土の地盤工学的特性を明らかにして

いきたいと考えている。 
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図-4 液性限界と圧縮指数の関係(西南日本海)5) 

図-5 液性限界と圧縮指数の関係 

図-6 液性限界と圧密係数の関係(西南日本海)5) 

図-9 一軸圧縮強さと圧密降伏応力の関係 

図-8 液性限界と膨張指数の関係 
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図-7 液性限界と圧密係数の関係 
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